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1 研究の目的 

本研究は、アフリカからアジアへのトランスナショナルな移動に注目し、セネガル出身のムリッド（Mouride）
を事例に、故郷と移動先の両方の世界を共時に生きる彼らの生活世界を描写しつつ、ムリッドのトランスナショ

ナルなネットワークの特質を明らかにすることを目的とする。ムリッド教団は、西アフリカ・セネガンビア地域

のムスリム教団の一つである。外務省 HP によると、セネガルの人口 1310 万人（UNFPA：2012 年）の 95％が

ムスリムと言われる。ムリッド教団は 19 世紀末、アフマド・バンバという一人のスーフィーの周りに形成され

た小集団から発展し、ムリッド教団関係者によると現在も信徒数は増加しているという。 
２調査地、調査対象および調査方法 

本研究は調査地をドバイ、広州とムリッドの出身国セネガルの首都ダカール、及びムリッドの聖地トゥーバと

した。広州は移動するムリッドにとって商品買付のための目的地、ドバイはアジアとの中継貿易基地でもあり、

アフリカからの買付商人が多く集まる場所である。広州、ドバイの長期滞在者のみならず、短期の移動を繰り返

す買付商人にもインタビューを実施した。さらに、同一のインフォーマントが複数の場所で生きる全体像を描き

出すために、広州、ドバイで出会ったインフォーマントの故郷（セネガル）を訪問し、家族にも面会した。中で

も、アフリカとアジアのビジネスを通じて成長していく女性商人に注目し調査を行った。 
調査は、2012 年 9 月（広州）、2012 年 12 月~2013 年 1 月、2 月~3 月（ダカール、ドバイ）2013 年 4 月(広州)、

2013 年 6 月~8 月（ダカール、ドバイ）に実施した。 
３トランスナショナルな移動と宗教とビジネスのネットワーク 

ムリッドは、国境を越えて独自のネットワークを構築し、故郷と取引先を往来しながら２つの世界を同時に生

きるディアスポラである。発表者はムリッドのトランスナショナルなネットワークをフォーマルとインフォーマ

ルに分類した。セネガル国内はもとより、移動先各地にダイラを結成し、聖地トゥーバを中心とする宗教ネット

ワークを構築している。移動先でダイラ（Dahira＝各地域、職場等で結成された信徒組織）に参加していない女

性たちは、ムリッド・レストランに集まり男性も巻き込んだインフォーマル・ネットワークを構築している。ム

リッドのトランスナショナルなネットワークは、「フォーマル・ネットワーク＝宗教ネットワーク＝男性中心」

が太い糸となり、「インフォーマル・ネットワーク＝家族・私的関係・女性中心」の細い糸が縦横無尽に張り巡

らされることによって構築され、移動先での経済的成功につながっている、と発表者は考える。 
今後の教団の発展に応じてムリッド・ネットワークは大きく拡大する可能性を秘めている。ムリッドは、エス

ニック集団ではなく宗教集団であることから、移動先での婚姻や布教によってセネガル人以外にも広がっている。

国籍・民族の枠組も越え、信仰とアイデンティティだけを根拠としたオープンなネットワークは今後も拡大する

可能性が高く、移動先各地で彼らは経済的成功を収めていくであろう。そうなれば、ムリッドのネットワークへ

の加入にメリットが生じ、逆にムリッドのビジネス・ネットワークに加わるためにムリッド教へ改宗することも

考えられる。インフォーマル・ネットワークへの参加のために、フォーマル・ネットワークに加入するという逆



転現象である。 
ムリッドは、アフリカ（故郷）とアジア（移動先）の両方の世界を同時に生きながら、その卓越した能力によ

って構築された宗教とビジネスのネットワークによってアフリカとアジアを架橋する人びとなのである。 
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